
解説　生成する「内在」245

い
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
共
有
す
る
ま
で
の
時
が
熟
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
ほ
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

我
々
は
「
外
部
」
に
い
る
の
で
は
な
く
、
存
在
に
「
内
在
」
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
た
え
ま
な

く
「
生
成
」
し
て
い
る
の
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
と
条
件
の
ち
が
い
を
承
知
の
う
え
で
云
え
ば
、
吉
本
さ
ん
の
孤
立

は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
、
知
的
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
つ
く
る
狭
い
世
界
か
ら
脱
け
出
し
て
、「
外
部
」
と
つ
な
が
り
、

生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

五

こ
の
よ
う
に
吉
本
さ
ん
の
語
り
言
葉
に
は
、
そ
の
簡
明
さ
の
な
か
に
、
現
代
思
想
の
未
知
の
尖
端
と
、
何
で
も
な

い
民
衆
の
変
容
す
る
生
の
現
在
を
橋
渡
し
す
る
、
多
様
な
文
脈
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
ど
こ
ま

で
感
応
で
き
る
の
か
は
、
そ
れ
こ
そ
読
む
人
の
「
面
々
の
御
は
か
ら
ひ
」（「
歎
異
鈔
」）
に
属
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

そ
こ
で
直
観
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
る
場
面
に
立
ち
会
う
こ
と
は
、
そ
の
人
の
生
に
確
実
に
影
響
を
あ
た
え
る
は
ず
で
す

し
、
私
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
し
て
影
響
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
一
部
に
ふ
れ
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
巻
に
収
め
ら
れ
た
七
七
年
か
ら
九
三
年
に
い
た
る
質
疑

応
答
に
は
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
、
星
座
の
よ
う
に
ば
ら
撒
か
れ
て
い
る
は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。

（
つ
き
や
ま
・
と
み
お
／
詩
人
・
批
評
家
）



刊行）。講演集『白熱化した言葉』長篇詩集『記号の森の伝説歌』。鮎川信夫歿。
島尾敏雄歿。87年『夏を越した映画』講演集『超西欧的まで』『吉本隆明全対
談集』全12巻（89年完結）。88年、イベント記録『いま、吉本隆明25時』。キ
リスト教論集成『〈信〉の構造 ②』。89年、昭和天皇歿。天皇制・宗教論集成
『〈信〉の構造 ③』『ハイ・イメージ論Ⅰ』『言葉からの触手』、シンポジウム記
録『琉球孤の喚起力と南島論』『宮沢賢治』『像としての都市』。「ベルリンの
壁」崩壊。三浦つとむ歿。米ソ冷戦終結。90年、湾岸戦争起こる。『ハイ・イ
メージ論Ⅱ』講演集『未来の親鸞』『ハイ・エディプス論』『柳田国男論集成』。
91年『情況としての画像』。ソ連崩壊。92年『甦えるヴェイユ』『見えだした
社会の限界』『大情況論』『新・書物の解体学』。93年『追悼私記』『世界認識
の臨界へ』。94年『背景の記憶』『ハイ・イメージ論Ⅲ』『思想の基準をめぐっ
て』『情況へ』『現在はどこにあるか』講演集『愛する作家たち』。95年『マル
クス 読みかえの方法』『わが「転向」』『なぜ、猫とつきあうのか』。阪神大震
災・オウム真理教事件起こる。谷川雁歿。講演集『親鸞復興』『余裕のない日
本を考える』『超資本主義』『母型論』。96年、『学校・宗教・家族の病理』『世
紀末ニュースを解読する』『消費のなかの芸』。芹沢俊介との対談『宗教の最
終のすがた』。夏、西伊豆の海で游泳中に溺れる。97年、講演集『ほんとうの
考え・うその考え』吉本ばななとの対談『吉本隆明×吉本ばなな』。埴谷雄高
歿。『僕ならこう考える』『思想の原像』。「試行」74号を以て終刊とする。『食
べものの話』。98年『遺書』『アフリカ的段階について』『父の像』。小川国夫と
の対談集成『宗教論争』。99年『詩人・評論家・作家のための言語論』『匂いを
讀む』『少年』『僕なら言うぞ！』『私の「戦争論」』『背景の記憶』。江藤淳自死。
2000年『写生の物語』。『吉本隆明資料集』刊行開始（17年4月現在第164巻まで刊
行）。『超「20世紀」論』。『吉本隆明が語る戦後55年』全12巻刊行開始（03年完
結）。01年『幸福論』『日本近代文学の名作』『心とは何か』。吉本資料発掘者の
川上春雄歿。ニューヨーク同時多発テロ事件起こる。『今に生きる親鸞』『読書
の方法』。02年『吉本隆明のメディアを疑え』『老いの流儀』『超「戦争論」』
『夏目漱石を読む』（小林秀雄賞）『ひきこもれ』。03年『日々を味わう贅沢』『現
代日本の詩歌』『吉本隆明全詩集』（藤村記念歴程賞）。04年『「ならずもの国家」
異論』『人生とは何か』『漱石の巨きな旅』『超恋愛論』。05年『中学生のための
社会科』『13歳は二度あるか』。06年『詩学叙説』『家族のゆくえ』『老いの超え
方』。07年『思想のアンソロジー』『真贋』『心的現象論』『吉本隆明 自著を語
る』『よせやぃ』。08年『日本語のゆくえ』『「芸術言語論」への覚書』『貧困と
思想』。09年『吉本隆明 全マンガ論』。宮沢賢治賞受賞。9月、岩手・花巻での
受賞記念講演が最後の講演となる。10年『ひとり』。11年、東日本大震災・福
島原発事故起こる。江藤淳との対談集成『文学と非文学の倫理』。12年『吉本
隆明が語る親鸞』。3月16日逝去。享年87。講演集『宮沢賢治の世界』。妻・和
子歿。『第二の敗戦期』『吉本隆明が最後に遺した三十万字』。13年『フランシ
ス子へ』。ハルノ宵子との共著『開店休業』。14年『吉本隆明全集』全38巻（別
巻1）の刊行開始（17年4月現在第12巻まで刊行）。『吉本隆明〈未刊行〉講演集』
全12巻（15年完結）。『「反原発」異論』。16年『アジア的ということ』『全南島論』。



吉本隆明（よしもと・たかあき／りゅうめい）

1924年11月25日、東京・月島に生まれる。父祖の地は九州・天草。37年、日中
戦争始まる。40年頃より詩作を始める。41年、太平洋戦争始まる。42年、山
形・米沢高等工業学校に入学。この頃より敗戦後まで後に『初期ノート』「宮
沢賢治論」に収められる草稿を書く。43年、兄・権平が戦死。44年、ガリ版
刷りの詩集『草莽』。東京工業大学電気化学科に入学。45年、東京大空襲。私
塾の教師今氏乙治戦災死。勤労動員中の富山・魚津で敗戦を迎える。日本は
GHQの占領下に置かれる（-52年）。47年、東工大卒業。技術者として職場を
転々とする。横光利一歿。48年、姉・政枝歿。太宰治自死。50年、朝鮮戦争始
まる（-53年）。50-52年、後に『日時計篇』となる膨大な詩篇、『初期ノート』
「戦後篇」に収められる草稿を書く。51年、東洋インキ製造に入社。青戸工場
に勤務。52年『固有時との対話』53年『転位のための十篇』を自費出版。54年、
同人誌「荒地」の荒地詩人賞に両作が入選。東洋インキ労働組合連合会会長と
して関わった労働争議が敗北に了る。55年、職を辞する。56年、高村光太郎歿。
武井昭夫との共著『文学者の戦争責任』。長井・江崎特許事務所に職を得る。
57年、黒沢和子と結婚。『高村光太郎』（58年改稿版）。長女・多子（ハルノ宵子）
誕生。58年『吉本隆明詩集』。59年、花田清輝と論争。『芸術的抵抗と挫折』
『抒情の論理』。60年、反安保闘争。全学連主流派に加担し「六月行動委員会」
を結成。6月3日品川駅構内での坐り込みに参加。15日国会構内の抗議集会で演
説、その後建造物侵入で逮捕される。『異端と正系』。同人誌「近代文学」の近
代文学賞を受賞。61年、谷川雁、村上一郎と自立誌「試行」を創刊。62年『擬
制の終焉』。63年『丸山真男論』。64年「試行」を単独編集とする。『初期ノー
ト』。次女・真秀子（吉本ばなな）誕生。『模写と鏡』。65年『言語にとって美と
はなにか』。66年、編集者岩淵五郎が飛行機事故で逝去。『自立の思想的拠点』
『カール・マルクス』。68年、父・順太郎歿。講演集『情況への発言』『共同幻
想論』。全国に大学闘争が拡がる。69年『吉本隆明全著作集』全15巻（75年完
結）の刊行開始。長井・江崎特許事務所を辞職。文筆専業となる。70年『情況』。
三島由紀夫自死。71年、母エミ歿。『源実朝』『心的現象論序説』。72年、連合
赤軍事件起こる。対談集『どこに思想の根拠をおくか』講演集『敗北の構造』。
74年『詩的乾坤』。75年、村上一郎自死。『書物の解体学』対談集『思想の根源
から』。埴谷雄高との対談『意識 革命 宇宙』『吉本隆明新詩集』。76年、対談集
『思想の流儀と原則』講演集『知の岸辺へ』『最後の親鸞』。77年『初期歌謡論』。
78年『論註と喩』『戦後詩史論』『吉本隆明歳時記』今西錦司との対談『ダーウ
ィンを超えて』。79年『悲劇の解読』『初源への言葉』。80年『世界認識の方法』。
81年、講演集『言葉という思想』。小林秀雄歿。鮎川信夫との対談集成『詩の
読解』『思想と幻想』（同じく85年に『全否定の原理と倫理』）。82年、西ドイツで
起こった反核運動が日本に波及。『空虚としての主題』『源氏物語論』『「反核」
異論』。83年、仏教論集成『〈信〉の構造』。84年『マス・イメージ論』『大衆と
しての現在』。85年、埴谷雄高と論争。『死の位相学』講演集『隠遁の構造 良
寛論』『重層的な非決定へ』。86年『吉本隆明全集撰』全7巻（88年までに6巻を
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